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令
和
5
年
）

22
月
号
月
号

VoL.598
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式の様子

誓いの言葉を述べる成人代表の木津史晴さん

久々の再会を喜ぶ成人の皆さんと恩師

会場の様子

小学校時代のタイムカプセル開封の様子

　

１
月
８
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
、

規
模
縮
小
と
い
う
形
で
令
和
５
年
東
吉
野
村
二
十
歳
の
成
人
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
る
対
象
者
は
６
人
で
、
当
日
は
４
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
長
の
式
辞
後
、
水
本
村
長
、
松
谷
議
長
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
を
代
表
し
て
木
津
史
晴
さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
大
人
と
し

て
今
ま
で
以
上
に
自
分
の
言
葉
や
行
動
に
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
周
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
人
の
た
め
、
ま
た
自
分
の

た
め
に
精
一
杯
努
力
を
重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」と
誓
い
の
言
葉
を
力
強
く
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
時
代
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な

が
ら
、
思
い
出
や
近
況
報
告
な
ど
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
旧
友
や
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
と
の
久
々
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
二
十
歳
を
迎
え
る
成
人
は

次
の
方
々
で
す
。（

五
十
音
順
敬
称
略
）

岩
　
本
　
真
　
宏

川
　
口
　
桃
　
弥

木
　
津
　
史
　
晴

T
R
A
N 

T
H
I 

T
R
A
N
G

福
　
本
　
倫
　
生

桝
　
本
　
翔
　
太

以
上
６
名

東
吉
野
村
二
十
歳
の
成
人
式
挙
行

村
消
防
団
出
初
式

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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受賞者代表謝辞 退団者

松久保団長代行訓示水本村長式辞

村長表彰受賞者新入団者

　

１
月
７
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
新
春
の

村
消
防
団
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
を
十
分
に
行
い
、
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
常
日
頃
か
ら
訓
練
や
巡
回
な

ど
を
行
い
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
努
め
、

災
害
発
生
時
に
は
消
火
や
救
助
活
動
な
ど
を

行
い
、
地
域
防
災
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
永
年

に
わ
た
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
消
防
団
員
が

表
彰
さ
れ
、
退
団
者
に
は
松
久
保
団
長
代
行

よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
久
保
団
長
代
行
は
訓
示
で
、「
安

全
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
消

防
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持
ち
地
域
の

守
手
の
中
心
と
し
て
、
今
年
一
年
切
磋
琢
磨

し
て
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
切
望
し
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
村
長
表
彰
】

本
部
機
動
隊　

班
長	

松　

岡　

正　

起

第
３
分
団　

班
長	

東　

平　

功
太
郎

第
４
分
団　

副
分
団
長	

野　

岳　
　
　

繁

第
５
分
団　

団
員	

大　

東　

竜　

也

第
７
分
団　

班
長	

大　

西　

正　

明

第
11
分
団　

副
分
団
長	

亀　

本　

雅　

樹

【
団
長
表
彰
】

第
３
分
団　

班
長	

土　

橋　

英　

幸

第
５
分
団　

団
員	

桝　

井　

健　

吾

第
６
分
団　

団
員	

福　

神　

大　

策

第
９
分
団　

部
長	

堀　

田　

武　

史

【
退
団
者
団
長
感
謝
状
】

本
部
機
動
隊　

隊
長	

明　

後　

邦　

彦

第
４
分
団　

元
分
団
長	

辻　

本　

利　

博

第
６
分
団　

元
分
団
長	
坂　

口　

裕　

一

第
９
分
団　

元
分
団
長	
宮　

西　

利　

宏

第
10
分
団　

部
長	
吉　

田　

和　

弘

　

ま
た
、
15
日
の
令
和
５
年
奈
良
県
消
防
協

会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
で
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
知
事
表
彰
】

本
部
機
動
隊
元
隊
長	

明　

後　

邦　

彦

第
６
分
団　

分
団
長	

桝　

本　

良　

人

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

第
４
分
団　

元
分
団
長	

西　

垣　

和　

愼

第
10
分
団　

分
団
長	

結　

城　

真　

吾

【
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰
】

第
４
分
団　

部
長	

西　
　
　

昌　

之

第
10
分
団　

部
長	

福　

岡　

尉　

仁

村消防団　団長、副団長、分団（隊）長
（令和５年１月７日付）

役　職 氏　名

団 長 上 田 哲 也

副 団 長
（団長代行） 松久保久永

副 団 長 西 林 清 幸

本部機動隊長 大 前 　 勇

第３分団長 丸 井 泰 幸

第４分団長 野 岳 　 繁

第５分団長 関 谷 浩 輔

第６分団長 桝 本 良 人

第７分団長 福 岡 久 司

第９分団長 木 原 健 吾

第１０分団長 結 城 真 吾

第１１分団長 桶 谷 孝 也

村
消
防
団
出
初
式

広 報 ひ がしよし の令和５年２月１日
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三尾

大豆生

狹戸

麦谷

平野

杉谷

　

１
月
８
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
村
内
各
地
の
河
原
や
空
き
地
な
ど

で
と
ん
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
家
か
ら
持
ち
寄
っ
た
門
松
や
注
連
縄
な
ど
の
正
月
の
飾
り
を
入

れ
、
杉
や
桧
を
組
み
、
竹
で
覆
っ
た
と
ん
ど
に
地
域
の
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
、
無
病
息
災
を
祈
り
な
が
ら
火
を
入
れ
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
火
を
つ
け
る
の
に
苦
労
し
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
が
、
と
ん
ど
は
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、
そ
の
後
穏
や

か
な
炎
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、
お
餅
や
お
酒
、
料
理
な
ど
地
域
に
よ
っ
て

異
な
る
様
々
な
も
の
を
持
ち
寄
り
、
団
ら
ん
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
ん
ど

３
Ｂ
体
操
健
康
教
室

人
権
出
前
教
室

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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人権出前教室の様子

３Ｂ体操の様子

　

１
月
14
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
に
て
、
体
育
協
会
主
催
で
３
Ｂ
体
操
健
康
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
Ｂ
体
操
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
み
ん
な
で
体
操
を
楽
し
め
、
飽
き
ず
に
続

け
る
事
が
で
き
て
、
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
と
い
っ
た

様
々
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
動
き
を
真
似
し
て
、
楽
し
く
体
操
を
行
う
こ
と

で
、
と
て
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
様
子
で
し
た
。

３
Ｂ
体
操
健
康
教
室

　

１
月
12
日
、
東
吉
野
小
学
校
に
て
、
人
権
擁
護
委
員
の
桝
本
君
孝
氏
、
辻
井
豊
氏

に
よ
る
人
権
出
前
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
じ
ん
け
ん
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、「
よ
の
な
か
の
ル
ー
ル
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
後
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
「
じ
ん
け
ん
の
森
の
大
冒
険
」
を
真
剣
な
様
子
で
視
聴
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
よ
り
「
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
人
権

に
関
心
を
持
っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
と
尊
重
し
あ
え
る
よ
う
に
心
が
け
て
ほ
し
い
。」
と
、

啓
発
物
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
出
前
教
室

広 報 ひ がしよし の令和５年２月１日
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子
育
て
サ
ロ
ン
（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー

ク
ル
）

と
　
き
　

　

２
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室
（
大
）

対
　
象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

持
ち
物　

マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、２
月
13
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

乳
幼
児
健
診

と
　
き

　

２
月
16
日
（
木
）

　

受
付　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室
（
小
）

対
　
象

乳
児
健
診

　

生
後
3
ヶ
月
～
14
ヶ
月
の
乳
児

１
歳
６
ヶ
月
児
健
診

　

Ｒ
３
年
７
月
～
９
月
生
ま
れ

２
歳
児
健
診

　

Ｒ
３
年
１
月
～
３
月
生
ま
れ

３
歳
６
ヶ
月
児
健
診

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

１１
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

　

Ｒ
１
年
７
月
～
９
月
生
ま
れ

※�

対
象
者
に
は
、個
別
通
知
い
た
し
ま
す
。

内
　
容

　

身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、

栄
養
・
歯
科
・
育
児
相
談

　
（
対
象
希
望
者
に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
）

※�

発
熱
な
ど
の
体
調
不
良
や
欠
席
の
場

合
に
は
、
事
前
に
住
民
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。
仕
事

や
人
間
関
係
、
子
育
て
の
悩
み
な
ど
、

ど
ん
な
事
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

と
　
き

　

２
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
３
階　

会
議
室

申
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、２
月
16
日（
木
）ま
で

に
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５

名
ま
で
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
助
成
に
つ
い
て
（
締
め
切
り

間
近
!!
）

対
　
象

　
予
防
接
種
時
点
で
村
内
に
住
民
票
の

あ
る
方

※�

た
だ
し
、
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で

に
接
種
を
済
ま
さ
れ
た
方

※�

村
内
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
た
高
齢
者
の
方
は
除
き
ま
す

助
成
額

対
象
者
の
内�

〇�

子
ど
も
（
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
）

　
　

全
額

〇�

高
齢
者
（
65
歳
以
上
の
方
と
60
歳
以

上
の
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
の

障
害
を
有
す
る
方
）

　
　

�

自
己
負
担
金
２
，
０
０
０
円
を
差

し
引
い
た
額（
上
限
３
，６
６
０
円
）

　

※�

生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
全
額

必
要
書
類

　

・
申
請
書

　

・
予
診
票
の
写
し
（
市
町
村
控
え
）

　

・
領
収
書

申
請
方
法
　
郵
送
ま
た
は
窓
口

申
請
締
め
切
り

　
令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
ま
で
（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
に
つ
い

て
　

子
宮
頸
が
ん
は
女
性
な
ら
誰
で
も
か

か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
20
歳

に
な
っ
た
ら
、
2
年
に
1
度
は
定
期
的

に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
３

月
末
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

婦
人
科
検
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
検
診
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。

受
診
期
限

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

受
診
先

　

奈
良
県
内
の
契
約
医
療
機
関

対
　
象

　

20
歳
以
上
の
村
民
（
今
年
度
中
に
20

歳
に
な
る
方
を
含
む
）

　

た
だ
し
、
今
年
度
す
で
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
を
除
く

内
　
容

　

問
診
、
視
診
、
子
宮
頸
部
の
細
胞
診
、

内
診

費
　
用

　

２
，
０
０
０
円
（
ク
ー
ポ
ン
券
対
象

の
方
、
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

申
込
み

　

住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い（
必

要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
）

受
診
方
法

　

ご
自
身
で
医
療
機
関
へ
予
約
を
行
い
、

役
場
発
行
の
書
類
を
持
参
の
上
、
ご
受

診
く
だ
さ
い

※
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

再
発
行
し
ま
す
の
で
住
民
福
祉
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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令和5年2月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約 主催する部会

目の健康相談
２月１４日（火）
午後２時～３時

必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する健康相談
２月１５日（水）
午後３時～４時

必要
※受付締切２月１４日（火）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する健康相談
２月２０日（月）
午後２時～３時

必要
奈良県医師会
　内科部会

精神科に関する健康相談
２月２４日（金）
午後３時～４時

必要
※受付締切２月１７日（金）

奈良県医師会
　精神々経科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問
い合わせください。
場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

　

起
立
性
調
節
障
害
（
以
下
Ｏ
Ｄ
）
は
、

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
の
約
１
割
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
る
頻
度
の
高
い

心
身
症
の
一
つ
で
す
。
立
っ
て
い
る

と
気
持
ち
が
悪
く
な
る
、
朝
起
き
に

く
い
、
少
し
歩
く
と
動
悸
や
息
切
れ

が
す
る
、
食
欲
不
振
、
全
身
倦
怠
感
、

頭
痛
、
め
ま
い
、
乗
り
物
酔
い
し
や

す
い
等
の
症
状
が
あ
り
、
特
に
午
前

中
に
調
子
が
悪
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
症
状
が
強
け
れ
ば
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
原
因
と
し
て
は
、
自
律
神
経
機

能
の
不
調
に
よ
る
起
立
時
の
脳
へ
の

血
流
低
下
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

遺
伝
的
素
因
、
生
活
習
慣
、
心
理
社

会
的
ス
ト
レ
ス
な
ど
も
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｄ
に
は
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
起
立
直
後
か
ら
血
圧
低
下
が

み
ら
れ
、
血
圧
の
回
復
が
遅
れ
る
起

立
直
後
性
低
血
圧
（
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
）、
血

圧
低
下
を
伴
わ
ず
著
し
い
脈
拍
増
加

を
認
め
る
体
位
性
頻
脈
症
候
群
（
Ｐ

Ｏ
Ｔ
Ｓ
）、
起
立
直
後
の
血
圧
低
下
は

な
い
も
の
の
数
分
経
過
す
る
と
血
圧

が
低
下
し
て
く
る
遷
延
性
起
立
性
低

血
圧
、
起
立
中
に
意
識
消
失
を
伴
う

神
経
調
節
性
失
神
（
Ｎ
Ｍ
Ｓ
）
で
す
。

　

検
査
は
起
立
後
の
血
圧
低
下
や
脈

拍
数
の
変
化
を
確
認
し
ま
す
。
現
在

は
、
血
圧
が
低
下
し
て
い
る
時
間
な

ど
を
自
動
で
測
定
で
き
る
血
圧
計
が

開
発
さ
れ
、
検
査
も
簡
易
に
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

治
療
法
と
し
て
は
規
則
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
を
心
掛
け
、
塩
分
１
日
10

ｇ
以
上
、
水
分
２
Ｌ
以
上
を
目
標
に

摂
取
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
日
中
は

身
体
が
だ
る
く
て
も
、
あ
ま
り
横
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
、
散
歩
な
ど
の

軽
い
運
動
を
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
お
薬
を
服
用
す

る
こ
と
で
改
善
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
症
状
が
気
に
な
る
方
は
一

度
検
査
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

奈
良
県
医
師
会

　
起
立
性
調
節
障
害

　
起
立
性
調
節
障
害

広 報 ひ がしよし の令和５年２月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです

地域包括支援センターをご存じですか？
　高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らしていくた
めに、保健・医療・福祉・介護をさまざまな角度から必要に応じ
て援助・支援を行う地域の相談窓口です。主任ケアマネジャー・
社会福祉士・保健師等が、みなさんの生活を支える役割を担って
います。
①総合相談支援
　介護に関する相談や悩み以外にも、福祉や医療、その他なんでもご相談ください。
②介護予防ケアマネジメント
　要支援１・２と認定された人や、支援や介護が必要となるおそれの高い
人が自立して生活できるよう、介護予防の支援をします。
③権利擁護
　みなさんが安心して暮らせるように、みなさんの持つさまざまな権利を守ります。虐
待を早期に発見したり、成年後見制度の紹介や、消費者被害などに対応します。
④包括的・継続的ケアマネジメント
　暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とのネットワークを作り
調整します。また、ケアマネジャーの支援も行います。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい
○介護制度に関すること　等 （々秘密は厳守いたします）
　�担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。地域包括支援センター（４２
ｰ０４４１）にお気軽にご連絡ください。
　　
☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の
相談をお受けするため、住民福祉課にて窓口を開設しています。
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。　
日　　時　２月１５日（水）１４時～１７時
場　　所　住民ホール事務室
お問い合わせ先　住民福祉課（４２－０４４１）　※担当相談員にお繋ぎします。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記
連絡先にお知らせ頂ければ訪問させていただきます。
※相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談が可能です。
　ＴＥＬ�０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜�９時～１８時３０分／第１・第３土曜�１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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いきいきふれあいサロン２０２３
　いきいきふれあいサロンは１月から元気に楽しく活動しています。

　今年はサロンおみくじを作り、運勢をみてもらいました。

　自宅に飾る絵馬を用意して、願い事を一人ひとりに書いてもらいました。

　カルタやスゴロクをして、新年早々白熱しながらも大笑いしてあっという間に

１時間が過ぎました。

　２０２３もいきいきふれあいサロンを盛り立てていただきますよう、よろしく

お願いします。

広 報 ひ がしよし の令和５年２月１日
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写真撮影：�秋吉正朝さん(三尾)大谷彩貴　小川カメヤにて

移
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷
彩
貴

　

こ
ん
に
ち
は
。
集
落
支
援
員
の

大
谷
で
す
。
平
成
二
十
九
年
三
月

末
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業

し
、
同
年
四
月
か
ら
集
落
支
援
員

と
し
て
、
オ
オ
カ
ミ
絵
本
の
出
版

や
移
住
関
連
の
仕
事
に
従
事
し
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
村
の
移
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
移
住
を
検
討
す
る

ご
家
族
な
ど
の
相
談
や
空
き
家
案

内
、
村
民
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

奈
良
県
内
や
大
阪
を
中
心
に
、

毎
月
２
組
ほ
ど
、
相
談
を
受
け
た

り
、
村
内
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

相
談
者
は
様
々
な
夢
を
思
い
描
き

な
が
ら
移
住
相
談
に
来
ま
す
。
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
や
飲
食
店
の
開
業
、

半
自
給
自
足
の
生
活
、
ジ
ビ
エ
、

林
業
、
工
房
開
設
等
、
相
談
内
容

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
相
談
件

数
は
あ
る
も
の
の
、
相
談
者
の
希

望
に
合
う
よ
う
な
物
件
は
な
か
な

か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

移
住
と
物
件
。
こ
れ
は
東
吉
野

村
に
限
ら
ず
、
全
国
的
な
課
題
で

す
。
功
を
焦
ら
ず
、
相
談
者
に
良

い
物
件
を
ご
紹
介
で
き
る
ご
縁
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
ち
な
が
ら
、
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
情
報
収
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
小
川
に
あ
る
カ
メ
ヤ

に
て
、
喫
茶
と
移
住
相
談
窓
口
を

毎
週
月
曜
か
ら
木
曜
の
十
一
時
か

ら
十
七
時
ま
で
開
設
し
て
お
り
ま

す
。
村
内
案
内
な
ど
で
休
み
に
な

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
お

近
く
に
お
越
し
の
際
は
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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　もうすぐ「立春」、暦の上では春を迎えようとして
いますが、まだまだ寒い日が続きそうです。栄養バ
ランスのよい食事で抵抗力を高め、病気に負けない
丈夫な体をつくりましょう。
　さて、寒いとあまり意識することがないかもしれ
ませんが、水分補給をこまめにしていますか？
　冬は空気が乾燥しているため、体内の水分が失わ
れやすくなります。また、のどの乾燥が風邪の原因
になることもあります。のどが渇いていなくても、
こまめな水分補給を心がけることが大切です。

　２月最初の午の日を「初午」といい、各地の稲荷神社でお祭りが
行われます。稲荷とは、もともと「いねなり（＝稲生り・稲成り）」
からきた言葉で、農耕の神様のことです。初午には、神様のつか
いであるキツネの好物の油揚げやいなりずしをお供えし、五穀豊
穣、商売繁盛、家内安全などを祈ります。
　いなりずしは、甘辛く煮た油揚げの中にすし飯を詰めたもので、
地域によって形や味が異なります。また、「しのだずし・きつねずし・
おいなりさん・あぶらげずし」など、いろいろな呼び方があります。

※諸説あります。

三角形（キツネの耳の形）
＋

五目ずし

冷たい飲み物だと体が冷えてしまうので、
温かいお茶や白湯がおすすめです。

広 報 ひ がしよし の令和５年２月１日
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令
和
四
年
十
二
月
二
十
日
青
嶺
俳
句
会
か
ら

水
野
露
草
　
選
評

▪
特
選
の
部

刀
匠
の
火
色
読
み
ゐ
る
冬
初
め�

池
田　

美
砂
子

　

評

　

掲
句
は
十
一
月
二
十
三
日
の
吟
行
句
会
で
本
村
平

野
の
刀
匠
河
内
國
平
先
生
の
鍛
刀
場
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
時
の
詠
作
で
あ
る
。

　

鍛
刀
場
の
光
を
遮
断
し
、
先
生
は
黙
黙
と
刀
を
打
っ

て
お
ら
れ
た
。
そ
の
姿
は
神
々
し
く
感
じ
ら
れ
た
こ

と
で
し
た
。

　

火
色
を
確
か
め
な
が
ら
打
つ
先
生
の
姿
に
目
を
凝

ら
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。　

深
吉
野
の
山
寺
の
碑
や
鐘
氷
る�

宮
下　

俊
二

　

評

　

吟
行
を
し
た
後
、
本
村
伊
豆
尾
の
光
蔵
寺
で
句
会

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
光
蔵
寺
の
山
内
に
は
数あ

ま

多た

の
句
碑
、
歌
碑
が
建
ち
、
四
季
折
々
の
花
に
囲
ま
れ

て
い
る
。

　
「
鐘
氷
る
」
は
、
冬
の
寒
気
の
な
か
に
鐘
の
音
の
冴

え
氷
る
が
如
き
こ
と
を
い
う
。

　

作
者
は
、
時
を
告
げ
る
鐘
の
音
に
耳
を
澄
ま
せ
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

難
季
語
を
読
み
切
る
技
量
の
感
じ
ら
れ
る
句
で
あ

る
。　

か
の
事
や
こ
の
事
思
ひ
年
惜
し
む�

宮
崎　

成
子

　

評　

　

一
年
も
残
り
わ
ず
か
に
な
る
と
だ
れ
し
も
年
を
惜

し
む
感
懐
を
い
だ
く
。

　

作
者
は
、
一
年
を
振
り
返
り
、
楽
し
か
っ
た
こ
と

や
辛
か
っ
た
こ
と
等
を
思
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
あ
る
い
は
、
遣
り
残
し
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

▪
準
特
選
の
部

ね
ん
ね
こ
の
中
よ
り
チ
ワ
ワ
顔
出
せ
り�

辻　

佐
和
子

笹
鳴
や
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
鳴
き
交
わ
す�

川
村　

貞
子

▪
佳
作
の
部

聖
樹
飾
る
昭
和
演
歌
の
流
れ
ゐ
て�

伊
藤
志
津
子

炉
開
や
軸
は
海
仙
碗
は
萩�

宮
下　

俊
二

忙
中
の
閑
使
ひ
切
る
落
葉
焚�

前
田　

景
子

晴
れ
晴
れ
と
初
冠
雪
の
高
見
山�

池
田
美
砂
子

霜
煙
上
が
る
田
畑
に
朝
日
差�

辻　

佐
和
子

塗
香
し
て
十
夜
の
経
の
始
ま
り
ぬ�

濱
田
貴
美
子

車
窓
よ
り
は
み
出
す
富
士
や
冬
う
ら
ら�

宮
崎　

成
子

三
度
目
の
雪
を
か
ぶ
り
て
高
見
山�

松
谷　

忠
則

湯
気
立
て
て
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
差
し
出
せ
り

�

川
村　

貞
子

短
日
を
楽
し
む
余
韻
な
か
り
け
り�

宮
崎　

利
一

混
み
合
へ
る
師
走
の
錦
市
場
か
な�

池
垣　

昭
美

▪
入
選
の
部

カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
枚
に
年
惜
し
み
け
り�

伊
藤
志
津
子

ガ
ラ
ス
拭
く
雲
の
切
れ
間
の
冬
日
差�

伊
藤
志
津
子

茎
高
く
し
て
石
蕗
の
花
目
立
ち
け
り�

宮
下　

俊
二

し
ぐ
る
る
や
西
行
庵
に
来
て
み
れ
ば�

前
田　

景
子

年
の
暮
二
人
の
家
に
物
溢
れ�

前
田　

景
子

裸
木
に
鳥
声
朗
ら
午
下
の
森�

池
田
美
砂
子

刀
匠
の
火
の
色
読
み
て
散
紅
葉�

辻　

佐
和
子

冬
霧
や
信
号
の
赤
う
か
び
を
り�
濱
田
貴
美
子

袖
幅
を
詰
め
て
春
着
の
支
度
せ
り�
濱
田
貴
美
子

帰
り
来
て
我
家
の
真
上
冬
北
斗�
宮
崎　

成
子

軒
氷
柱
の
雫
背
中
に
か
か
り
け
り�

松
谷　

忠
則

深
吉
野
は
零
下
七
度
に
冬
支
度�

松
谷　

忠
則

冬
林
檎
口
い
っ
ぱ
い
に
蜜
の
味�

川
村　

貞
子

ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
と
ん
び
く
る
り
と
今
朝
の
冬

�

宮
崎　

利
一

綿
菓
子
の
如
く
ふ
は
ふ
は
枯
芒�

宮
崎　

利
一

婦
女
子
等
の
消
防
訓
練
霜
の
朝�

池
垣　

昭
美

デ
パ
地
下
の
列
に
従
ふ
十
二
月�

池
垣　

昭
美

▪
一
般
投
句
（
短
歌
）

初
仕
事
そ
こ
は
か
と
な
き
淑
気
あ
り

飛
び
跳
ね
回
る
卯
の
年
明
け
ぬ�

福
井
メ
イ
子

冬
の
川
ひ
と
葉
の
舟
の
流
れ
お
り

お
だ
や
か
き
波
行
き
つ
戻
れ
つ�

福
井
メ
イ
子

積
雪
三
十
セ
ン
チ
鹿
よ
け
網
崩
壊

復
旧
作
業
が
初
仕
事
か
な�

辻　

由
美
子

新
し
き
耕
運
機
に
夢
乗
せ
て

畑
に
出
る
日
が
待
ち
遠
し
く�

辻　

由
美
子

雪
山
に
草
を
さ
が
し
て
彷
徨
へ
る����������

鹿
の
足
跡
集
落
を
行
く�

浦
田
由
美
子

雪
深
き
山
に
生
き
と
し
獣
来
て

わ
が
丹
精
の
花
の
芽
も
な
し�

浦
田
由
美
子

初
春
や
若
き
が
く
れ
し
あ
け
お
め
の

ラ
イ
ン
に
偲
ぶ
遠
き
昭
和
よ�

�

浦
田
由
美
子

利
用
者
の
中
で
も
心
身
元
気
だ
と����������

自
負
し
て
い
た
の
に
コ
ロ
ナ
に
か
か
る�

元
林
マ
ス
ミ

副
食
は
何
を
食
べ
て
も
風
味
な
く

白
い
御
飯
と
梅
干
ば
か
り�

元
林
マ
ス
ミ

さ
ず
か
っ
た
命
を
神
に
感
謝
し
て

ピ
ン
ク
ハ
ウ
ス
の
パ
ジ
ャ
マ
を
着
よ
う�

元
林
マ
ス
ミ

広 報 ひ がしよし の 令和５年２月１日
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